
9月 の特別散布によるりんごすす斑病 ・すす点病の防除

園試環境部

1.背 景とねらい

現在、防除基準による定期散布は8月 下旬で終了するが、ふじ、王林などの晩生種では

8月下旬の最終散布から収穫期まで日数があり、8～ 9月 に降水量が多い場合、この期間

にすす斑病などの病害が多発し、商品価値を低下させる。この対策として10月に入つて発

生を多く認めてからの過剰な防除を実施している事例もある。そこで、場内において9月

までの散布体系について検討した結果、成果が得られたので指導上の参考に供する。

2.技 術内容

1)園 地の菌密度が高い場合、8月 下旬から9月 上旬にかけて降水量が多い場合、また

9月 中旬以降多雨が予想される場合、9月上～中旬に特別散布を実方色する。

2)9月 の特別散布は中生種および晩生種を対象とし、最終散布時期は、中生種で9月

上旬、晩生種で9月 中旬を目安とする (晩生種の場合、2回 の散布となる)。

3)防 除薬剤はキャプタン剤を用いる。キャプタン剤には数種あるが、適正使用基準を

考慮し、キャプタン水和剤 (800倍)ま たはアリエッティC水 和剤 (800倍)を 用いる

4)適 応地域 県 下全域

3.指 導上の留意事項

1)8月 までの定期散布は通常どおり行い、他病害との同時防除をはかる。

2)定 期散布が9月上旬となつた場合は、晩生種を対象として10日後に 1回 、特別散布

する。

3)9月 の特別散布を実施するかどうかは、すす斑病のみでなく、他病害 (斑点落葉病

褐斑病、黒星病)の 発生動向を考慮して行う。
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6.試 験結果の概要

表 1 後 期防除の散布体系と防除効果 (平成元年度)

最終散布  す す斑病発病果率  す す点病発病果率

試験区 月 日

10.9   11.13        10.9   11.13

%    %      %    %

1      8。31      59,3   97.3        8.6    10.7

1 1     9 , 1 1      0 . 0    7 . 7       0 . 0    0 . 0

111      8. 4      100.0   100,0        90.0    88.5

試験区 I

試験区工

試験区皿

供試品種

8月 11,21,31日  キ ャプタン・有機鋼水和剤500倍

同上,9月 11日 キ ャプタン水和剤測0倍

8月 4日  キ ャプタン水和剤800倍、8月 4日 まで各区共通

スターキング,印 度

表2 薬 剤の最終散布時期とすす斑病、すす点病の発生に及ぼす影響 (平成2年度)

最終散布

試験区 月 日    病 害

時期別発病果率

9.21   9.29   10.6  10.12  10.20  10,30  11.14

% % % % % % %

1   8.24  す す斑病  36.0 76.1 95.5 93.2 93.2 100.0  -

すす点病  22.0 50.0 63.6 63.6 7,3 80.0  -

1   9.5  す す斑病  0,0  0.0  1.0  0.0  1.0 17.0 32.9

すす点病  0.0  0,0  0.0  1,0  0,0  3.0  1.9

111      9.14    =声すSI垢宥    0.0    0.0    0.0    1.0    3.0    7.0   5。2

すす点病   0 . 0   0 . 0   0 . 0   0 . 0    0 . 0   0 . 0   0 . 0

試験区 I

試験区I

試験区正

供試品種

8月 24日 ポ リベリン水和剤2,000倍、8月 24日まで各区共通

9月 5日 キ ャプタン水和剤800倍

9月 5,14日  キ ヤプタン水和剤800倍

印度
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